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久保田 信1･大 和 茂之1:和 歌 山県 白浜 町 に所在 する京都大 学瀬戸臨海実験所"北 浜"へ

の フジツボ類(甲 殻類,蔓 脚類)の"脱 皮殻"の 大量漂着
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和歌 山県西 牟婁 郡 白浜町 に所在す る京都 大学 フ ィール ド科学教育研究 セ ンター瀬戸臨海実験所"北 浜"で,

過 去20年 余 り毎 日の様 に漂着 物調 査を実施 して いるが,一 年の内で ほぼ決 まった時期 になると大型 フ ジッボ類

の脱皮殻 と推 察 され るものが人量 に漂着す る.2004年 にこの事象 に初めて気づ いて以降,こ の様 な漂着 に留意

して きたが,今 回,2014年 末 までの過去11年 間の大量 漂着の記録を まとめたので報告す る.こ の よ うな季節性

を示す漂着例 と して当該調 査区域 で は,魚 類の異 例の凍死 は別 と して(久 保 田ほか2011),ハ シボソ ミズナギ

ドリ(久 保 田2006)や アラハ ダカ(久 保田2014)な どで知 られ る.

 2004年 か ら2014年 までの11年 間の内の7年 で,秋 季 にフ ジツボ類の"脱 皮殻"の 大量漂着(図1,2)が 確

認 され た(表1).こ れ らは,ク チ クラ部 分だ けが残 り,脱 皮 殻 と推察 され るが,個 体の死亡後 に,肉 部が抜

けた ものの可 能性 もある.個 体のサ イズは,人 きいものが 目立っが,小 型の もの も含 まれて いる.こ の11年 の

内で2009年 の漂着 だ けは他の年 と比較 してそれ ほど数 は多 くはなか った.一 年 に1回 の漂着 の事例が多か った

が,2004年 と2014年 には3回 の大量漂着があ り,い ずれ も2回 目の大量漂着 は1回 目の約半月後 に起 きて いる

(表1).

これ らの"脱 皮殻"は ほとん ど収集 して い

ないが,最 近 収集 した殻の一 部 にっ いて は,

蔓脚の形 態か ら見て複数種 の ものが含 まれて

いた.漂 着現 場付 近の岩礁 にはクロフ ジッボ

類 が多数生 息 して いる(久 保 田2014)が,

今回収集 した殻 にはクロフジッボと推定 され

るもの も含 まれ るが,他 の大 部分の もの は漂

着 現場以 外か ら流れ着 いた可 能性 もある.田

表1京 都大学瀬戸臨海実験所"北 浜"へ のフジツボ類"脱 皮殻"の

11年間での大量漂着の年月日
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図1京 都大 学瀬 戸臨 海実験 所"北 浜"

に 大 量 に 漂 着 した フ ジ ッ ボ類 の
"脱皮殻"(2004年11月13日 撮 影)

.

図2A,B.京 都 大学瀬戸 臨海実験所"北 浜"に2014年11月21日 に 大量

に漂着 した フ ジッボ類 の2種 の"脱 皮殻".A,ク ロ フ ジッボ と思

われ るもの.B,未 同 定の もの.ス ケ ール は5mm.



漂着物学会誌 第13巻2015

辺 湾内 に多数 浮かぶ養殖筏 な どにはアカフジッボな どの大型の フジツボな ども付着 してお り,そ の よ うな もの

に由来 す ることも考え られ る.漂 着の季節 性 にっいて は,フ ジッボ類 の繁殖や死亡な どの生物学的特性だ けで

な く,漁 業活動 の季節性 も考えな ければな らないか も知れない.潮 目などによって脱皮殻 などが選択的に トラッ

プ され,海 岸 にまとまって漂着 した もの と推察 され る.
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